
各
関
連
企
業
の
社
内
や
周
辺
地
域
で
交
通
安
全
活
動
を

推
進
し
て
も
ら
い
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
だ
。
こ
れ
ま
で
、
ホ
ン
ダ
協
力
会
社
で
組
織
す
る
熊

本
の
「
熊
輪

ゆ
う
り
ん

会
」、
栃
木
・
埼
玉
の
「
ホ
ン
ダ
関
連
企

業
災
害
防
止
協
議
会
」、
浜
松
の
「
さ
つ
き
会
」、
鈴
鹿

の
「
七
日
会
」
に
お
い
て
、
38
社
68
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
養
成
し
、
本
格
的
な
活
動
を
始
め
て
い
る
。

11
月
５
日
に
「
さ
つ
き
会
」、
同
25
日

に
「
七
日
会
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

キ
ッ
ク
オ
フ
式
典
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
テ
ル

コ
ン
コ
ル
ド
浜
松
（
静
岡
県
浜
松
市
）、
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
ホ
テ
ル（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。

「
さ
つ
き
会
」
は
14
名
、「
七
日
会
」
は

６
名
の
従
業
員
が
交
通
安
全
指
導
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
を
受
講
。

キ
ッ
ク
オ
フ
式
典
で
は
、
千
葉
英
雄
・
本

田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部

事
務
局
長
が
研
修
受
講
者
に
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
認
定
証
を
授
与
し
た
。

安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し

な
が
ら
、
指
導
時
の
コ
ツ
も
学
べ

る
の
が
あ
り
が
た
い
。
職
場
に
帰

っ
た
ら
、さ
っ
そ
く
役
立
て
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
職
場
で

の
事
故
防
止
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
、
さ
ら
に
高
ま
っ
た
様

子
だ
っ
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
実
情
に
応
じ
て
、
２
つ

の
コ
ー
ス
を
受
講
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
丁
寧
な
指

導
の
も
と
、
職
場
で
役
立
つ
安
全
運
転
の
指
導
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
だ
。

「
バ
ッ
ク
・
縦
列
駐
車
の
指
導
」
で
は
、
実
際
に
縦
列

駐
車
や
車
庫
入
れ
を
行
い
な
が
ら
、
視
角
や
車
両
の
操

作
方
法
、
安
全
確
認
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
、
同
時

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
社
内
で
指
導
す
る
際
の

適
切
な
指
導
法
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

「
同
乗
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
指
導
」
で
は
、
最
初
に
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
教
室
で
同
乗
運
転
の
進
め
方
や

注
意
点
を
解
説
。
そ
の
後
は
２
人
１
組
で
乗
車
し
、
ツ

イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
構
内
を
走
行
し
な
が
ら
、
道
路
状

況
に
合
わ
せ
た
走
り
方
と
、
そ
の
指
導
法
を
学
ん
だ
。

「
エ
コ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
」
で
は
、
走
行
中
の
瞬
間
の

燃
料
消
費
量
を
計
測
し
表
示
す
る
機
材
を
搭
載
し
た
ク

ル
マ
を
運
転
し
、
ア
ク
セ
ル
操
作
で
、
燃
料
消
費
量
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
安
全
運
転

に
も
つ
な
が
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
方
法
を
学
ん
だ
。

「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
運

転
時
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
（
怒
り
・
焦
り
）
に
な
っ

た
時
の
対
処
法
を
見
つ
け
、
安
全
運
転
に
活
か
す
と
い

う
も
の
。
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
渋
滞

し
て
い
る
」「
前
に
割
り
込
ま
れ
た
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
通
場
面
に
お
け
る
心
理
状
態
を
話
し
合
い
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
に

適
し
た
言
葉
（
セ
ル
フ
ト
ー
ク
）
を
見
つ
け
出
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
自
分
で
も

タ
ー
が
解
説
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
３
人
で
1
台
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
車
両
に
乗
り
、
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

走
行
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
運
転
方
法
を
身
に

つ
け
る
。
１
回
目
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識

せ
ず
に
普
段
通
り
運
転
し
て
燃
費
計
で
平
均
燃

費
を
測
定
。
２
回
目
以
降
は
、「
ふ
ん
わ
り
ア
ク

セ
ル
『
ｅ
ス
タ
ー
ト
』」、「
ク
ル
ー
ズ
」
な
ど
を

使
っ
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
む
。
急
な

操
作
を
せ
ず
、
先
を
予
測
し
な
が
ら
ゆ
と
り
を

持
っ
て
運
転
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
、
安
全
運

転
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
参
加
者
は
理
解
し
た
。

安
全
運
転
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

「
反
応
制
動
」
や
「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」（
下

記
T
O
P
I
C
S
①
参
照
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

「
反
応
制
動
」
は
、
40
km
/
h
で
走
行
中
、
正
面

に
あ
る
信
号
を
点
灯
さ
せ
、
参
加
者
が
信
号
の

パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
て
「
左
へ
回
避
」「
右
へ

回
避
」「
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
停
止
」
の
中

か
ら
操
作
を
判
断
し
、
実
行
す
る
と
い
う
も
の
。

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
、
参
加
者
は
安
全
な

車
間
距
離
の
と
り
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

研
修
に
参
加
し
た
寳
門
さ
ん
は
、「
単
に
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、
安
全
が

あ
っ
て
の
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
で
あ
る
こ
と

を
、
参
加
者
を
通
じ

て
各
職
場
に
徹
底
し

て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
語
っ

た
。

SJ2011年2・3月号（No.444）2月20日発行

昨
年
12
月
15
日
、
中
部
電
力
（
株
）
三
重
支

店
（
三
重
県
津
市
）
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
研
修
が
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

同
支
店
総
務
部
人
事
課
の
寳
門

ほ
う
も
ん

洋
介
さ
ん
は

こ
の
研
修
の
目
的
を
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
交
通

安
全
教
育
に
も
効
果
的
な
手
法
と
考
え
、今
回

初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。ま
た
、当
社
で
は
C

O
2
削
減
を
推
進
し
て
お
り
、
地
球
環
境
保
全
の

観
点
か
ら
も
重
要
な
取
組
み
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
に
各
事
業
所
の
安
全
担

当
者
と
安
全
運
転
主
任
ト
レ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
知
識
や
運
転
方
法
を

伝
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

同
支
店
で
は
、
三
重
県
内
に
あ
る
13
事
業
所

に
安
全
担
当
者
と
安
全
運
転
主
任
ト
レ
ー
ナ
ー

を
置
き
、
小
集
団
活
動
や
同
乗
指
導
な
ど
に
よ

り
、
社
員
へ
の
安
全
運
転
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
研
修
に
は
、
そ
の
21
名
が
参
加
し
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
し
て
は
、ま
ず
座
学
で
、

「
ふ※

１

ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
『
ｅ
ス
タ
ー
ト
』」、「
ク

ル
ー
ズ
（
巡
航
）」、
ア
ク
セ
ル
オ
フ
に
よ
る

「
フ※

２

ュ
ー
エ
ル
カ
ッ
ト
」
の
活
用
な
ど
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
必
要
な
知
識
を
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

7

現
場
訪
問

安
全
運
転
と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

両
立
を
目
指
し
て

昨
年
11
月
24
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ
が
、「
社
内
で
で
き
る
安
全
運

転
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
職
場
で
の
安

全
運
転
の
指
導
法
を
、
企
業
の
交
通
安
全
担
当
者
な
ど

に
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
日

は
20
団
体
か
ら
38
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、「
感
情
抑
止
と
エ
コ
で
交
通
事
故
防
止
」

を
全
体
テ
ー
マ
に
、「
バ
ッ
ク
・
縦
列
駐
車
の
指
導
」

「
同
乗
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
指
導
」「
エ
コ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
」

「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
４

つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

●
交
通
安
全
教
育
を
考
え
る
〜
人
・
企
業
・
信
頼

「
社
内
で
で
き
る
安
全
運
転
指
導
セ
ミ
ナ
ー
」
in
も
て
ぎ

●
さ
つ
き
会
・
七
日
会
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
キ
ッ
ク
オ
フ
式
典

社
内
や
地
域
で
交
通
安
全
活
動
を
推
進
す
る

ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成

さつき会（上）と七日会（下）のキックオフ式典の模様

●
中
部
電
力
（
株
）
三
重
支
店

（SJクイズの解答：Q1④、Q2②、Q3①）

「感情コントロール」でのグルー
プディスカッション

※1ふんわりアクセル『ｅスタート』＝普通の発進より少し緩やかに発進すること。
※2フューエルカット＝一定以上のエンジン回転でアクセルから足を離すと燃料の供給が停止される機能。

安全な車間距離のとり方を学ぶための「反
応制動」

TOPICS
★

参加者は指定されたコースを繰り返し走行して、
いかにしたら燃費が向上するかを見つけ出す

参加者が社内で指導する際の適切な指導
法を、インストラクターがわかりやすく
説明

12

ホ
ン
ダ
は
栃
木
、
埼
玉
、
浜
松
、
鈴
鹿
、
熊
本
の
各

製
作
所
内
に
安
全
運
転
普
及
活
動
に
専
任
で
取
り
組
む

「
地
区
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
設
置
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
活
動
に
賛
同
す
る
関
連
企
業
の
従
業
員
の
中

に
、
ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
以
下
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
を
養
成
し
て
い
る
。

昨年12月3日、Honda青山ビルにて「2010年
Honda安全運転普及本部年末ご挨拶会」が開催さ
れ、交通関係者約300名が参加した。
報告会では、伊東孝紳・本田技研工業（株）社
長が「今年は安全運転普及本部が設立から40年
の節目を迎えました。皆様の多大なるご理解、ご
支援の賜物とお礼を申し上げます」と挨拶。さら
に「商品やサービスを通じて、『低炭素化社会』
と『安全で快適な交通社会』の実現に向けて、こ
れまで以上に取り組んでいく所存です。安全につ
いては、『交通社会に共存する、すべての人の安
全をめざす』ことを基本的な考え方に置き、普及
活動に取り組んできました。昨年、5つの製作所
に設置が完了した地区普及ブロックは、地域に根
ざした交通安全普及活動を広げ、これまでに約

NEWS REVIEW
●2010年Honda安全運転普及本部 年末ご挨拶会

40年の節目を迎えた
安全運転普及活動

挨拶を行う伊東孝神・本田技研工業
（株）社長（写真上）と佐々木真郎・
警察庁長官官房審議官（写真下）

3500人の指導者を養成し、その指導者が研修を行
った人を含めると約48万人に交通安全の輪が広
がったことになります」と述べた。
続いて、千葉英雄・本田技研工業（株）安全運
転普及本部事務局長が、2010年の安全運転普及活
動の報告と今後の取り組みについて、映像を交え
ながら紹介した。
さらに、来賓を代表して佐々木真郎・警察庁長
官官房審議官が挨拶。「安全運転普及本部の活動
が進化しているとともに、人づくり、場づくり、
教育機器の開発に努力されていることに感銘を受
けました。安全運転普及本部の活動を心強く思っ
ており、今後も期待したい」と語った。
報告会の後の懇談会には、石井隆之・警察庁交
通局長も参加し、交通関係者の交流の場となった。


